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ふ る さ と
京都戦隊カモレン
ジャーショーを行なったりした。また、あわせて、マ
カロニチップスのイベント限定商品の販売やコラボ新
製品「マイルドチリペッパー味」の試食体験と販売も
行っている。
　参加した学生メンバーは６名。４年生のキャップで
あるＨ君のほか、他の５人のメンバーは、それぞれ会
場設営、調理販売、庶務会計など業務を分担し、マネ
ジメントを行なった。また、初日のカモレンジャー
ショーでのＭＣ役として、新潟中央短期大学の女子学
生１名が参加し、イベントを盛り上げた。
　表参道ネスパスに来店する一般客の圧倒的多くは、
加茂についてほとんど情報を持たない、また、知る者
にあっても、取り立てて関心があるわけではない。加
茂は、佐渡、湯沢、弥彦などの県内観光地に比べると
知名度は低い。イベントに際して、加茂市役所の商工
観光課から、加茂市の産業、観光、物産などを紹介す
るタペストリーをお借りし、会場スペースに展示した
ものの立ち止まって眺める姿はほとんどなかった。マ
カロニチップスの販売では、「シャカロニチップス」
という揚げ立てのマカロニチップスに好みのスパイス
パウダーをその場でふりかけて食べる“イベント限定
商品”を販売した。これは、ゼミ学生が考案したオリ
ジナル商品であるが、キッチンと販売スペースとが離
れていて、揚げ立て感が直接お客さんに伝わらず、期
待した売り上げをあげることはできなかった。一方、
カモレンジャーは好評で、三体で、ネスパスの前の通
りに立ち、呼び込みを行なうと、外国人や若者などを
中心に、握手や写真撮影を求める人たちが集まり、思
わぬ集客効果を発揮した。
　都心に出て、３日間のイベントをマネジメントする
経験は、参加した学生たちの意欲を高揚させた。また、
利益は高くはなかったが、メンバーの達成感は大き
かった。マカロニチップスの販売業務に当たったＳ君
（３年生）は、ネスパスの専従販売員が、学生たちの
ぎこちない動作をとらまえて、笑いに変えてお客さん
を沸かし、購入行動につなげたトークの妙に、「プロ
の話術」を認めている。学園祭などの学校イベントと
は異なり、「加茂の学生さんだから」というよしみや
情けで買ってくれる者はいない。「ユーモアの大切さ
を実感しました」と語るＳ君は、単に商品を並べ、声
を出しただけでは目を向けないお客さんの購買意欲を
刺激するするプロのテクニックに感心している。学生
たちは、このように、通常の大学授業では学びえない
実践的経営術を、体験的に学びうる経験を獲得したの
である。
２．地元中学校への出前授業
　３年目の新しい展開のもう一つは、地元中学校への
出前授業である。2015年７月、加茂市内にある加茂市
立須田中学校、３年生の家庭科授業に、マカロニチッ
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プス・プロジェクトの学生２人が講師として招かれた。
同校の家庭科教員が、新聞の記事でプロジェクトの活
動を知り、わたしを通して要請があり、実現すること
になった。
　メンバーのうち２名の学生が、授業計画を立案した。
作成した学習指導案を見ると、主題は「加茂マカロニ
チップス・プロジェクト」の取り組み、とある。ねら
いには、「新潟経営大学の学生による地域活性化の活
動を生徒に学んでもらい、地域社会と学校との結びつ
き、子ども・若者の消費行動が地域産業の振興に果た
す役割について理解をうながす」とある。
　現行の中学校学習指導要領・家庭科では、領域の一
つに「食生活と自立」が設けられ、「地域の食文化」
に目を向けさせる食育の指導が求められている。ご当
地グルメへの関心が、郷土や地域への愛着をはぐくみ、
地場産業に対する理解を深めることをねらいとする授
業であった。
　授業では、４年生のＷ君とＨ君が、プロジェクトの
活動において、マスコットキャラクターを考案したり、
ぱすたみすたと協働して激辛味の新商品「ホットチリ
ペッパー味」を開発するなどの取り組みを行なってき
たことを説明した。その後、生徒たちは４班に分かれ
てのグループワークとなり、味、食感、フレーバー、
食べ方の工夫の４つの事柄について、意見をまとめ、
発表してもらうことになった。17人の生徒は、「のり
しお」や「かりんとうキャラメル」などの５種類の味
を試食した。初めて口にする生徒も多く、歯ごたえの
ある食感をたのしみながら話し合いを行なった。
　マカロニチップスのおいしさを引き出すための「食
べ方の工夫」について、生徒からは、「牛乳をかけて
シリアルのように食べる」「チーズ味やピザ味がある
とよい」「アイスと一緒に食べたい」など、ユニーク
なアイデアが次々と出された。生徒の一人は、「チッ
プスがどんな目的でできたのか知らなかった。いろい
ろな味を食べ、加茂のことも知ることができて良かっ
た」と語っている。ご当地グルメの味覚を楽しみ、地
域について学ぶ授業になったことが理解されよう。講
師の一人であるＷ君は、「おいしいと言ってもらえ、
手ごたえを感じた。子どもらしい発想による柔軟な意
見が多く、活動の参考になったと」と述べている11）。
　メンバーの学生は、マカロニチップスが、中学生に
も受け入れられるグルメであることを実感している。
のちに、ぱすたみすた代表の相田氏から聞くところに
よると、この授業に参加したある生徒が、「授業で食
べておいしかったから」と、家族と同店を訪ね、マカ
ロニチップスを購入していったという。地域の人に支
持されてこそのご当地グルメ――地域の食文化を、生
徒がその家族に伝え、消費行動に向かわせたことも成
果として認められよう。
３．協働関係を築くコミュニケーション
　2015年度現在、プロジェクトに取り組む学生は３年
生が８名、４年生は９名である。彼らは、異口同音に
中島ゼミを選んだ理由について、「楽しそう」「交流し
ながら学べる」「机上の学問では身に付かない実践力
が身につく」といった事柄を挙げる。
　マカロニチップス・プロジェクトの活動は、大学の
通常時間割以外にも土曜や日曜、祝日になされること
が多く、アルバイトに熱心な学生は両立が困難なため、
所属ゼミの希望調査で中島ゼミを選ぶことはない。
　学生が従事するアルバイト業務の多くが、コンビニ
やスーパーマーケット、居酒屋等の店員など接客を主
とする仕事である。異年齢、異世代の人とかかわり、
コミュニケーションをはかることで、挨拶や礼儀など、
ある程度の社交能力の獲得、向上を期すことはできる。
だが、彼らがマカロニチップス・プロジェクトの活動
に期待するのは、多様な人たちとのリアルな交流であ図９　加茂市立須田中学校での出前授業
－ 49 －
るといってよい。
　プロジェクトの活動に参加するまで、異世代の人た
ち、ことに大人と直接的にかかわる経験がとぼしかっ
たという３年生のＭ君は、こう述べている。「今まで
僕は大人の人たちを“警戒”していました。“警戒”
というのは、違う世界の人たちなのだからと、自分の
方でバリアを張っていたのです。年上の人と接するの
に礼儀を使わなければなりません。でも、今は変わり
ました。礼儀をもって接することと親しく接すること
は別なのです」と。
　Ｍ君に限ったことではないが、学生は学外でのイベ
ント等で、さまざまな大人とコンタクトし意思の疎通
をはかり、行動をともにする経験をする。慣れないう
ちは、学生の態度は素っ気なく、堅く、ぎこちない。
初対面の人との最初のコンタクトで、挨拶から先の言
葉が出てこないことがよくある。今の大学生にとって、
よく知らない大人と世間話を交わすことすら、ときに
困難であったりする。
　「何をどうしたい」、という意思の開示があって、は
じめて、「どうすればよいか」という行動に向けての
問いが共有化されるのであるが、分からないことが
あっても遠慮心がはたらき、近くの大人に尋ねること
が難しかったりする。Ｍ君のように「礼儀をもって接
することと親しく接することは別」という認識を持つ
ことで、学生の方から心を開き、すすんで相手に働き
かけていくことができるようになる。多少ぞんざいで
あれ、はっきりと意思を伝えることが、ビジネスの現
場では、必要になってくる。このように、学生にあっ
て、他者と関係を築くコミュニケーションの基礎は、
リアルな対人接触によりもたらされる意識のゆさぶり
を通して体得されていくのである。
Ⅳ　まちづくり参画の意義と展望
　これまで述べてきたように、中島ゼミ「マカロニチッ
プス・プロジェクト」では、キャンパスのある加茂で
のローカルビジネス協働体験を通して、学生の社会へ
の参画意欲をうながす指導を行ってきた。
　これは、学生をして地域社会を構成する一員として
の自覚と責任を植え付けるだけでなく、自分という存
在が人の役に立っている、という社会的有用感と自信
を育むことを期しての試みとなった。
　学生は、地元の小売店舗、商店街のほか、商工関係
者とかかわり、近隣の学校と交流、連携をはかりなが
ら、プロジェクトを実行してきた。ときに地域の人た
ちの助力と知恵を借り、また、他校の学生から刺激を
受けながら、生きた社会を学ぶ経験を３年にわたり継
続してきたのである。
　プロジェクトの活動を通して、学生たちの姿を見て
きて感じたことのひとつは、外部からの「承認」の持
つ意味である。学生は、学内にあって近しい仲間や教
員から褒められたり、称
たた
えられたりして得られる承認
よりも、地域の人からの、叱咤激励も含めて得られる
「承認」の方が強度をともなって彼らの心に響く。リ
アルなまちおこしの現場を担う人たちの言葉には説得
力がある。
　ぱすたみすた代表の相田氏も、イベントでの出店販
売を学生と一緒におこなったとき、設
しつら
えを若者向きに
レイアウトするセンスやお客の性別、年齢に応じたコ
ミュニケーションの使い分けに、「一を告げると、十
とまではいかないまでも、五、六はやってくれる呑み
込みの早さ」を12）評価する。彼らは、教室では見せ
ることのない能力の高さをビジネスの現場において発
揮し、承認を受ける機会を得ていくのである。
　二つ目が、大学生の地域に対する愛着と理解である。
地方の大学でありながら、学生は、自分の暮らす地域
の産業、歴史、文化にうとい。「あなたの地元の特産
物は何ですかな？」と尋ねても、「知らない」「特にあ
りません」と返ってくることが常である。ただし、彼・
図10　三条マルシェに初出店
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彼女らは、地域にそもそも関心が無いのではなく、こ
れまでに目を向ける機会、接する機会を与えられてこ
なかったのである。プロジェクトの経験は、学生の地
域に対する認識を変えていく。ゼミの学生は、多くが、
卒業後に民間企業や公官庁に就職するが、社会人に
なってからも、それぞれの地域でまちづくり、まちお
こしに関わっていくことが期待されよう。
　マカロニチップス・プロジェクトの今後であるが、
学生との話し合いで出された意見を踏まえ、以下の三
点を今後の目標となる方向性の柱として掲げておく。
　第一は、異世代・異校種間交流の充実である。これ
までは、学園祭販売や出前授業などにより、新潟中央
短期大学、新潟薬科大学、新潟大学、加茂暁星高等学
校と交流してきたが、今後は、中学校や小学校といっ
た校種の異なる学校とも連携をはかり、ご当地グル
メ・マカロニチップスの若年者層への浸透をなすため
のマーケティングを推し進めていきたいと考える。
　第二は、「食」と「遊び」、「学び」の融合である。
2014、15年と新潟経営大学、新潟中央短期大学の学園
祭で「マカリスぬり絵教室」を開催し、好評を得た。
マスコットキャラクターを有効活用するためにも、商
品販売だけでなく、子どもたちや家族との交流を楽し
みながら、加茂のまちについて愛着を深めつつ、ご当
地グルメのＰＲを行なう仕掛けを、学生たちに考案さ
せたい。
　第三は、マカロニチップスをベースにした料理イベ
ントの企画である。マカロニチップスを材料に用いた
料理のアイデアを募り、コンテストを行ない、すぐれ
たものについては、実際に飲食店で販売してもらう。
新しいマーケットを開拓し、商品の訴求力を高めるた
めの仕掛けとして検討していきたい。
　一人でできることはたかが知れており、個人の能力
にも限界がある。高校までの学校教育は、学力なり能
力なるものを個人の内に限定化する傾向にあった。こ
れに対し、大学のゼミは、“学びの共同性”に基礎を
おく人間形成装置である。目標に向け、ゼミの中で、
メンバーが協働して活動する姿を認めることができ
た。マーケティングを意識することは、学生の関心を
他者に向けさせることになる。新しく商品を開発する
ことは、ニーズのありかを探すだけでなく、ニーズそ
のものを創りだすことでもある。人と出会い人とつな
がる――ローカルビジネスの協働体験が、学生の人間
関係力を育てることに展望を見出し、今後も「まちづ
くり＝ひとづくり」の可能性を追求していきたい。
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